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1: Gly(グリシン)、2: β‐Ala(アラニン)、3: γ‐ABA(アミノ酪酸)、4: D‐Ala、5: L‐Ala   




















































































































































































































































































































































































エチルアミンでは主に炭素数が 2 のグリシン(Gly)、炭素数が 3 のプロピルアミンで












種類 C-C C-C-C C-C-C-C 
-NH2 エチルアミン プロピルアミン ブチルアミン 
???
 -(O)NH2 エタンアミド プロパンアミド ブタンアミド 
アミノ酸 グリシン アラニン アミノ酪酸（ABA） 

























amino acid yield (nmol/1020 photons)
 
 α-ABA  β-ABA
 γ-ABA   α-Ala
 β-Ala    Gly
 without hydrolysis
図８－１．アミンへの紫外線照射により生成したアミノ酸の収量 










 β-Ala   
 Gly
 without 
           hydrolysis  
図８－２．アミドへの紫外線照射により生成したアミノ酸の収量 
